




結果のまとめ 

1.確実に診断された心血管系疾患が主因となり、急死(突然死)したと思われる生後 3週以

上 6歳未満児を、東北、関東、東海、近畿、九州より 195 例集めて分析した。 

2.疾患群(単位)は従来の経験と予測に一致して、心内膜心筋疾患群、冠動脈疾患群、心不

全群、低酸素症群、心手術後群、不整脈群、その他群、に大別された。 

3.上記疾患群は心臓病学的、臨床的に急死予測可能群と同困難群、同不能群に分けられる

ことを示した。 

4.疾患単位別死亡傾向と年令は、その疾患の自然歴を反映していた。 

5.心不全病態心と低酸素病態心には環境要因の影響が急死機序に関与していた。 

6.心筋疾患、心不全、低酸素状態による急死状況はその重症度を反映する臨床症状を呈し

ていた。 

7.川崎病による急死は急死予測可能所見解明の必要性を示した。 


